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豊田工大だより 2009. May

【行事予定 (5 月～ 9 月 )】

5 月 23・31日	 ５月オープンキャンパス
6 月20日	 平成 22 年度	工業高等専門学校編入学試験選考日
7 月21 〜 31日	 前期定期試験
7 月29日	 修士学外実習 ( 〜 9 月27日 )
8 月 3 〜 6日	 サイエンス ･ラボ体験コース (28日発表会 )
8 月1日	 夏期休業 ( 〜 9 月13日 )
8 月 15日	 海外特別演習 ( 〜 9 月13日 ) 予定
8 月23･29日	 ８月オープンキャンパス
9 月19･20日	 天樹祭
	 〃	 ９月オープンキャンパス
9 月16日	 平成22年度	大学院修士課程一般入試選考日(17日面接日)
	 〃	 平成 22 年度	大学院修士課程社会人入試選考日

新たな生活に胸をはずませる学部卒業生たち
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776 名の志願者の中から見事合格を
手にした 333 名が発表された。

平成 21 年度　 
一般入試合格発表

2 月 25 日

平成 21 年度入学式を挙行した。学
部 105 名 ( うち編入学 6 名 )、大学院
43 名が入学した。(P.4 へ )

入学式
4 月 2 日

平成 20 年度

卒業式・修了式挙行

平成 20 年度卒業式・修了式挙行	〜117名、新たな旅立ち〜

豊 田 奨 学 基 金 賞 . 受 賞 者 の 声

黒田.知宏.君
（熊本県立玉名高校出身、本学大学院に進学）

“The	greatest	obstacle	 to	discovery	
is	not	 ignorance	 -	 it	 is	 the	 illusion	of	
knowledge.”

これは､ 私がいつも心に留めている言葉です｡ 私は何事にも
“ 知っているという錯覚 ” に陥らないように物事を謙虚に捉える
べきだと考え､ そのように努力してきたつもりです｡ その結果と
して､ このような賞を頂くという形で評価されたことに大変嬉し
く思います｡ 同時に､ 素晴らしい学習環境を与えてくださった豊
田工業大学の関係者の方 ､々 大学への進学をサポートしてくれ
た両親､ お互い励まし合ってきた友人に感謝したいと思います｡

4 月から本校大学院に進学することになります｡ 研究ができ
る喜びと感謝の気持ちを忘れずに､ さらに日々努力を重ねてい
きたいと思います。

前野.佳広.君
（本学工学部出身､本田技研工業㈱に就職）.

豊田奨学基金賞というすばらしい賞を
頂き、大変光栄に思います。大学院の２
年間での勉学や研究生活が評価され嬉し

い気持ちです。これもひとえに、田中先生や瓜田先生の熱心
なご指導や、研究で行き詰った時に共に励ましあった研究室
の仲間や友人の存在、不規則な生活にもかかわらず協力して
くれた家族の支えがあったからこそで深く感謝しておりま
す。４月からは社会人としての生活が始まります。これから
の長い社会人生活では多くの困難が待っていると思います
が、本学で学んだ考える姿勢を忘れずに、時には仲間と協力
しながらその困難に立ち向かい、常に先進的なモノの見方が
できる技術者になれるように日々努力していきたいです。

〜 117 名、新たな旅立ち〜
平成 20 年度卒業式・修了式が 3月23日、

本学講堂にて挙行された。

開式の辞に続き、生嶋明学長から工学部

卒業生 88 名 ( 専修プログラム 45 名、総合

プログラム43 名 ) の代表である本多貴彦君

( 静岡県立清水東高校出身 )と植松洋太君

( 矢崎総業㈱ ) に学士の学位記が、大学院工

学研究科修士課程修了生 29 名の代表であ

る坂本千鶴さん ( 本学工学部出身 ) に修士の

学位記が授与された。また、博士後期課程

学位取得者3 名の紹介も行われた。

その後生嶋学長が ｢本学工学部および大

学院での教育はいい加減な甘いものではな

く、みなさんが持っている力は大学から世に

出て行く人としては誰にも負けていない。自

信を持って前へ進んで欲しい。新しい発見、

新しい場面の展開をひたむきに求め、自ら創

り出すその気持ちを持ち続けて欲しい。社会

に出てからも学ぶべき事は限りなくある。常

に学ぶことを忘れず自らを磨くこと。世界の

どこへ行っても通用する大きな人、いわば国

際産業人として、さらには国際産業リーダー

として活躍できるよう育って欲しい｡｣ と言葉

を贈った。

続いて、来賓を代表してトヨタ自動車㈱取

締役副社長	内山田	竹志氏と㈱デンソー	取

締役会長	齋藤	明彦氏から祝辞が贈られた。

内山田副社長は､ ｢技術には無限の可能性

が秘められている。夢のある技術開発によ

り未来への希望、モノづくりに対する誇りを

持って欲しい｡ 自分自身が高い志を持ち､ 何

事にも怯まず挑戦して、未知の課題をブレイ

クスルーする技術者、研究者として世界中か

ら愛されるモノづくりを進め、これからの日

本を支えて欲しい｡｣ と激励した。

また、齋藤会長からは､ ｢自ら責任を持っ

て自らを成長させることにより、夢は自分の

ものとなり実現につながる。また、エンジニ

アリングがどれだけ好きか、エンジニアリン

グの虫になれるかが成功につながる。卒業

されるみなさんには『自らの成長に責任を持

つということ』『その道の真のプロフェッショ

ナルをめざすということ』､ 夢を実現させるた

めにこの２つの言葉を贈りたい｡｣ と述べた。

在学生を代表して日比野政彦君 ( 学部 3

年	愛知県立昭和高校出身 ) が ｢先輩方が築

いてきた本学の良き伝統を受け継ぐと共に、

自らが過ごしてきた３年間を糧として、先輩

方のように後輩の良き手本となるよう日々努

力していきたい｡｣ と卒業生に誓った。それ

を受け卒業生を代表して松岡佑樹君 ( 兵庫

県立姫路西高校出身 ) が、修了生を代表し

て志賀敏満君(本学工学部出身､㈱デンソー)

が､ 新たな一歩を踏み出す決意を表した。

なお、今年度の豊田奨学基金賞 ( 豊田奨

学基金の事業で､ 人物･学業成績ともに特

に優秀な卒業生に贈られる賞 ) は、学部の

黒田知宏君 ( 熊本県立玉名高校出身 )と修

士の前野佳広君 ( 本学工学部出身 ) に贈ら

れた。また、日本機械学会から贈られる畠

山賞 ( 学部学生対象 )、三浦賞 (修士学生対

象 ) は、それぞれ宇都宮	仁君 ( 愛媛県立松

山東高校出身 )､ 前野佳広君に授与された。

式典修了後、卒業生たちはくすのきの大

樹をバックに、学業をやり遂げた者にしか表

せない充実感に満ちた表情で記念撮影。続

いて謝恩会が行われ、同級生、恩師らと卒

業の喜びにひたった。「豊田工大で得た多くの教えと経験を糧に、強い信念と
自信を持ち、それぞれの選んだ道を歩んでいきます｡｣

志賀敏満君

学部 修士

本学では 1 年次と3 年次の 2 回、約
1ヶ月間の学外実習を実施している。
世界トップクラスの技術力、開発力を
持っている企業の協力により、時代の
先端をいく開発・生産現場に触れ、学
生たちは貴重な体験をした。

学外実習
2 月 4 日〜 3 月 17 日

海外インターンシップ受講者 2 名が
Toyota	Motor	Manufacturing,	Kentucky（米）
において約１ヶ月間の実習を体験した。

海外インターンシップ
2 月 9 日〜 3 月 8 日

首都大学東京学長（当時）	西澤潤一
氏 ( 本学元客員教授 ) を迎え､ ｢国家と
工学｣ と題して特別講演会が開催され
た。なお、西澤氏には本学名誉教授の
称号が与えられた。

西澤潤一先生特別講演会
2 月 20 日

理系教育に関して高校と大学が相互
に抱える問題点を明らかにし、高校の
理数教育及び大学の理工学基礎教科を
充実するため、高大連携理系教育連携
セミナーが開催され､ 東海地区の高校､
大学関係者らが参加した。(P.8 へ )

高大連携 
理系教育連携セミナー開催

2 月 26 日

同センターの活動状況と研究成果を
報告するシンポジウムを開催。川上彰
二郎氏（㈱フォトニックラティス代表
取締役社長、東北大学	名誉教授）を
迎え、招待講演も行われた。

先端フォトンテクノロジー 
研究センター シンポジウム

3 月 6 日

第 7 回シンポジウムを開催。財満
鎭明氏 ( 名古屋大学大学院工学研究科
教授 ) による招待講演とナノ技術の現
状とセンターの研究紹介、研究成果報
告が行われた。

ナノ格子新技術開発研究 
センター シンポジウム

3 月 13 日

平成 20 年度卒業式・修了式を挙行
した。117名が学舎を後にした。(P.3へ)

卒業式・修了式
3 月 21 日

5 回目となった TTI-C（本学シカゴ
校）とのジョイント CS（情報科学）
セミナーは、｢情報科学と生体｣ をテー
マに開催され、木村英紀氏（独立法
人理化学研究所脳科学総合研究セン
ター理研 BSI トヨタ連携センター長）、	
Roren	Basri 氏（TTI-C	客員教授）、早
野順一郎氏（名古屋市立大学大学院
医学研究科	医学・医療教育分野教授）
が講演した。

ジョイント CS セミナー
4 月 3 日

卒業・修了後の進路 （名）
学部 修士 博士

一般学生

就職 37 28 1
進学 37 0 ー

その他
（帰国等） 1 0 2

社会人学生
企業復帰 13 1 2

進学 1 0 ー
合　　計 89 29 5

※9月学部卒業生、博士後期課程修了生のそれぞれ１名ずつを含む

全就職先（社会人学生企業復帰を除く）
学　部　（37 名） 修　士　過　程　（28 名）

アイシン精機（5 名） トヨタ自動車東北㈱ ㈱デンソー（5 名） ポリプラスチックス㈱
トヨタ自動車㈱（3 名） ㈱トヨタプロダクションエンジニアリング アイシン精機㈱（3 名）㈱ブリヂストン
㈱デンソー (3 名 ) アイシン・エｲ・ダブリュ㈱ キヤノン㈱（3 名） 日本 IBM ㈱
トヨタテクニカルディベロップメント（3 名） 日本精工㈱ ㈱豊田自動織機（2 名）ANA ㈱	*パイロット

本田技研工業㈱（3 名） ㈱日立製作所 本田技研工業（2 名）㈱コマツ
㈱豊田自動織機（2 名） ヤマハ発動機㈱ シャープ㈱（2 名） 三洋電機㈱
㈱トヨタコミュニケーションシステム（2 名） ㈱ NTN トヨタ自動車㈱
㈱ブリヂストン（2 名） ソニー EMCS ㈱ 豊田合成㈱
豊田合成㈱ 京都機械工具㈱ 日野自動車㈱
トヨタ車体㈱ 任天堂㈱ ヤマハ発動機㈱
トヨタ紡織㈱ 村田機械㈱ ミシュランリサーチアジア㈱

進 路 状 況 （平成 20 年度）

学位記を授与される本多孝彦君
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平成 21 年度入試結果

北海道
5・0・0

東　北
17・7・3

関　東
27・12・2

甲信越
20・8・4北　陸

15・9・4

東　海
515・231・51

近　畿
59・16・4

中　国
34・17・8

四　国
24・10・0九州・沖縄

55・21・5

その他
5・2・1

合　計
776・333・82

地区
志願・合格・入学

一般入試出身高校所在地区別データ

東海地区を県別に見てみると…		（人）
志願者 合格者 入学者

愛　知 346 153 31
岐　阜 74 32 10
三　重 43 21 6
静　岡 52 25 4

（人）

募集人員 志願者 合格者 入学者

工学部

一般入試 50 776 333 82

社会人入試
（内編入学試験）

30
（若干）

18
（7）

16
（2）

16
（2）

工業高等専門学校卒業予定者を対象とする編入学試験 若干 8 7 4
専門高校特別推薦入試（公募制） 若干 0 0 0
｢サイエンス ･ ラボ体験コース｣ 修了者対象推薦入試 若干 2 2 2
外国政府派遣留学生特別選抜推薦入試 若干 1 1 1

大学院 
修士課程

一般入試
24

44 39 38
学部 3 年次対象特別選抜入試 1 1 1
社会人入試 3 3 3
ダブルディグリー留学生入学資格審査 若干 2 2 2

大学院 
博士 

後期課程

夏季入試
12

0 0 0
冬季入試 0 0 0
外国人 2 2 2

平成 21 年度

入　学　式
   〜未来の国際産業リーダーたちがここに集う〜

4 月 2 日、平成 21 年度	入学式が本学

講堂において挙行された。今年度の入学

生は学部 105 名、大学院修士課程 42 名、

博士後期課程 1 名の計 148 名。

式では生嶋明学長と柏原正則常務理事

より新入生にお祝いの言葉が贈られた。

生嶋学長は､「大学の勉学にはぜひ前向

きの気持ち、積極的な気持ちで新しいこ

とを吸収してください。決して後ろ向き

の気持ちで若い大事な時間を無駄にしな

いように、この気持ちの持ちようで結果

は非常に大きく違ってくる」と積極的な

気持ちで勉学に臨むことを期待し､ ｢世

の中に出るときには、実力がものをいう。

この大学で行われている、ユニークな、

しかも高度な教育から『本当の力』を体

得して欲しい｡｣ と式辞を述べた。

在学生を代表して五嶋光明君 ( 学部 3

年	愛知県立天白高校出身 ) が ｢大学生活

は自由で開放的だが、自由であることは

自らの行動に責任を持たなければならな

い。大学生としての自覚と目的意識を持

ち、短い大学生活を充実したものとなる

ようがんばっていこう｡｣ と新入生を歓

迎した。

最後に新入生を代表して山田有里さん

( 愛知県立	一宮西高校出身 ) と大学院修

士課程の浅野博敬君 ( 本学工学部出身 )

が誓詞を読み上げ、厳かなうちに式典を

終えた。

誓いのことば～山田有里さん

生嶋学長式辞

�

｢短い大学生活を充実したものとなるようがん
ばっていこう｣ と新入生を歓迎	 五嶋光明君

学生サポーターに聞く !　〜先輩、寮生活を楽しむコツを教えてください !!

｢1年男子全寮制｣ は豊田工大の特色の一つである。寮生活では社会人学生、一般学生の年齢の違う学生たちが寝食を共にし、集団

生活を通じて協調性が養われる。各自の個室と共同のコモンルームで構成する1フロアに1年 7 名と寮生サポーター1名が所属し、共

同生活を送る。幅広く人間性の形成を目的としたこの取り組みは開学以来続いている少人数ならではの取り組みである。

1年間、寮生サポーター､ 学習サポーター等で活躍してくれる先輩たちに、寮生活での成長ぶりと寮生活を楽しむためのコツを聞いた。

①入寮したての僕 ( 私 ) はこうだった！
②今の僕 ( 私 ) は？
③寮生活を充実するためのコツは？

高橋 良彰 君 学部 2 年 ( 岐阜県立大垣東高校出身 )

①	入寮したての自分は、新しい大学生活と寮生活に期待で胸
いっぱいでした。その反面、初めての土地なのでどこで買い
物をしてよいかが不安でした。

②	炊事、洗濯といった家事全般ができるようになり、共同
生活により、すぐに多くの友達ができました。今は、お菓子
作りに挑戦！上手く作れるようになりました。

③	共同生活をする上で、助け合いが非常に大切となるので
積極的に友達をたくさん作ることです。また、寮生活でいろ
いろなことに挑戦することです。

佐々木 聖 君  学部 3 年 ( 長野県 佐久長聖高校出身 )

①	緊張と慣れない生活環境から 40℃の熱を出した記憶が
あります･･･。サポーターの優しさが身に染みました。

②	いろんな意味で豊田工大に慣れた 2 年目のサポーター。サー
クル、学祭･･･といろいろと楽しんでいます！遊びに関
しては他のサポーターの出番ですけどね。

③	コモンルームに居座ること！ここへはフロアのみんなが集
まってきます。コミュニケーションの場、情報収集の場として
は最適のスペース。寮の楽しみはここから生まれる！

江口 亮 君 学部 2 年 ( 新潟県立高田高校出身 )

①	毎日緊張と不安の連続でしたが、寮生活のおかげで、
友だちともすぐに仲良くなれました。

②	寮から出たくなくなりました。寮費も安く、大学からも近
いのでここを離れたくありません。また、勉強で困ったら
友達や先輩にも質問できるので最高の環境です。

③	友達と仲良くすることです。たくさんのコミュニケー
ションをとることで楽しい寮生活を送れると思います。

大川 真弘 君 学部 3 年 ( 愛知県立明和高校出身 )

①	初めての寮生活ということで､ ｢料理は上手くできるだろうか｣ と
か｢共同生活に馴染めるだろうか｣など､不安でいっぱいでした。

②	今では寮生活 3 年目ということもあり、料理の腕も上がりまし
た。また、先輩、後輩との繋がりも良好に築けていて、マラソ
ン同好会にワンゲル同好会にと大学生活も充実しています !

③	久方寮には1〜 4 年生までの人が居住しているので、先輩後
輩の関係を意識しすぎず、多くの人と交流を持つことがコ
ツです ! そこから広がる何かがきっとあります !!

松尾 菜実子 さん 学部 3 年 ( 佐賀県 佐賀清和高校出身 )

①	とにかく大学に慣れるのに必死！課題に毎日の生活。完璧
にこなさなきゃと思っていたところがあり、睡眠時間は足りな
いし、遊びにも全然行けなかった。

②	手を抜くことを覚えました。聞こえは悪いですけど、肩の力
を抜くことでゆとりができました。授業は相変わらず大変
だけど、今の方が断然充実してます！

③	自分から人に声をかけることかな？私は全く積極的ではあり
ませんが、人と話すことでいろんな情報が入ったり、自然
と予定が入ってきたりしますからね。

学生サポーターと学生会のみなさん
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大 学 院 特 集 ！
「大学院で何を学ぶか − 大学院進学のススメ」

� �

Vol.75大学院特集！

工学部の大学院進学が増えつつある今日、大学院へ行くとはどういうことなんだろうと考える人も少なくないはず！そこで、今
回は ｢大学院特集｣ として、田代孝二教授に先生ご自身の学生時代を振り返ってもらい、また、現役の大学院生３名には、昨年度
採択された ｢大学院教育改革支援プログラム※｣ の取り組みである ｢フィールド調査｣ ｢学外実習｣ ｢TA(Teaching	Assistant)｣ の体
験談を寄せてもらった。
※�平成 21年度より｢組織的な大学院教育推進プログラム｣に名称変更。本学の採択プログラムの名称は｢実学の積極的導入による先端的工学教育｣。

私が大学を卒業してから既に30 年が経

ちます。当時は、学生運動の華やかなり

し時代で、大学は如何に在るべきか、大

学と産業界との関わりの理想は何である

か、など真剣に考えたものです。その煽

りで授業の出来なくなることも度々ありま

した。そんな折は時間をうまく利用して、

自然弁証法を学ぶとか時事英語を勉強す

るとか、自分なりに工夫してきました。「俺

は自然科学を選んで受験した。将来はこ

の分野で身を立てる。そのためには何を

すべきであるか。」生意気にもそんなこと

を考えて毎日を過ごしていました。授業

および周辺の参考書を手当たり次第に勉

強し、自分なりにそこそこ一生懸命頑張っ

たつもりでしたが、2 年、3 年と進むにつ

れ、果たしてどの道に進むのが良いのか、

次第に分からなくなってきました。4 年生

に進級する頃になると、今まで学んだこ

とは何なのか、非常に限られた知識しか

会得してはいないではないか、と自身に

問いかけるようになってきました。考えて

みれば、その通りで、学部時代の僅か 3

〜 4 年でどれだけの知識が得

られるのか、大したことはない

ではないか。自分で自分が物

足らなくなってきたわけです。

4 年生になると、各研究室に

配属されます。研究室では当

然、4 年生は一番下の学年で

す。修士学生、博士学生と色々

変わった先輩がおられました。

4 年生と修士1年生とは僅か1

年しか違わないのですが、何となく偉い

感じがします。授業で学んだことではな

く、自分の研究テーマにチャレンジしてい

る、との自負心が、そのような雰囲気を

醸し出しているのかもしれません。「俺も

やったるで」。そんな思いで修士課程に進

みました。修士に上がると、さらに欲が

出てきました。研究は、すればするほど、

熱心であればあるほど面白くなります。「自

然」に問いかけると、「自然」は素直に答

えてくれます。その答えを自分で追求する。

そこに学部の勉強とは根本的に違う、研

究としての面白さと奥深さがあると思われ

ます。当然、その分、知識も技術も豊富

になり、自分自身を練磨できるとともに、

世の中からも一層必要とされるようにな

ります。

現実問題としては、今の世の中全体が

学歴アップの時代であり、昔は大卒で済

んでいたのが、今や、修士を出ていて当然、

アメリカやヨーロッパでは博士をとってよ

うやく一人前、と思われるようになってい

ます。企業や研究所での活躍場所もそれ

に応じて変わってきます。自分自身を見据

えて、さらにチャレンジしてみる。君は如

何ですか？

大学院で自分を磨く
極限高分子材料研究室 教授　田代 孝二

【フィールド調査】
｢第 20 回 高分子加工技術討論会｣ に参加して
林 秀共 君　修士 2 年（㈱槌屋）

フィールド

調査の一環

として、高分

子加工技術討論会を聴講しました。多く

の研究発表を聴講することにより、先端

的な研究動向や高分子のシーズ技術のト

レンドを知ることができました。研究分

野も多岐にわたり、専門的な知見を深め

るには非常に良い機会であると感じまし

た。発表を理解する上で難しい点もありま

したが、この聴講によって自分の基礎知

識のレベルが自覚でき、応用していく能力

の必要性を改めて実感できました。また、

研究者の方々の発表は、自身の研究発表

の際の参考となり、プレゼン能力の向上

に大いに役立つと思います。この聴講に

よって、様々な視点から自身の研究を見つ

め直すきっかけとなり、新たな課題や研究

目標が生まれ、研究の更なる飛躍へつな

がり、よりよい研究を進める上で非常に

価値のある体験ができました。

【学外実習】
新分野への挑戦！
福井 雄太 君 修士 2 年　( 本学工学部出身 )

新日本製	

鐵㈱で､ 製	

鋼スラグに	

関する技術	

研究をさせて頂きました。製鋼スラグとは

セラミックス材料のことで､ 金属材料の研

究を行っている私にとって今回のインター

ンシップは新分野への挑戦でした。その

ため､ はじめは基礎知識の習得に専念し

ようかと思いました。しかしながら､ 実

験や結果の分析､ そしてそれを基にしての

実験・解析などの予定を考えていくと､ 勉

強だけをしている時間はなく､ 勉強と実

験を同時に進めないといけませんでした。

普段､ 大学生活では､ 時間を自由に使え､	

時間に追われることは､ あまりありま

せん。このインターンシップを通して､	

社会では決められた時間内に結果を出し

ていかないといけないことを痛感しまし

た。社会で通用する技術者になるため

には､ “ 常に考え・判断し､ 実行する行

動のスピード ” を上げていく必要があり､	

今後の自身の研究を進めていく上で重視

していきたいと思いました。

【Teaching Assistant】
イメージの共有を第一に！
金澤 伸拓 君　修士 2 年　( 本学工学部出身 )

学部１年

生の必須科

目プロトタ

イピング実

習後期の機械コースのひとつである「放電

加工」のTA を務めました。具体的には､

アプトプログラムによるNC プログラムの

作成､ 作品の評価､ レポート作成の手助

けを行いました。１年生がどんなものを作

りたいのか､ 今どんなことで悩んでいるの

かなど､ 作品の完成という目標に向けての

イメージの共有をする必要がありました。

私は１年生からの質問を待つのではなく､

自分から話しかけ議論の場を作ることで､

イメージを共有する努力をしました。何時

間もかけてプログラムが出来たとき､ 思い

通りの作品が出来たときには自分のことの

ように嬉しかったです。私はこの経験を通

じて､ 放電加工についての更なる理解が深

まったことに加え､ コミュニケーションの

重要性を学ぶことが出来ました。

TA ＝ Teaching�Assistant、M1＝修士 1年、D1＝博士後期 1年

本学のプログラム｢実学の積極的導入による
先端的工学教育｣ は､左記の PBAL�(Practice-�
Based�Active�Learning)プログラムを全学的
に導入し､ 本学の優れた先端的研究環境や活
発な国際連携網を十分活用し､｢�国際的にリー
ダーとして活躍し､ 新しい産業を創生する人材
育成｣�を目指す ｢大学院教育チャレンジプログ
ラム｣ である。
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【第 9 回 応用物理学会 業績賞】　榊 裕之 教授　｢応用物理学分野において顕著な業績をあげ、その発展に多大な貢献をしたこと｣ による受賞

【IUMRS International Conference in Asia2008 〜 Award for Encouragement of Research in Materials Science】
名取 雅人 君　修士 2 年 ( 本学工学部出身､ 半導体研究室 )､ 小島 信晃 助教､ 鈴木 秀俊 PD､ 山口 真史 教授

“Structural Characterization of Mg-doped C60 Thin Films” 
このような名誉に与り、大変光栄です。発表機会を与えてくださり、昼夜問わず熱心にご指導くださった山口真史教授、小島信晃助教をはじめ、	

半導体研究室や関係者の皆さまに深く感謝申し上げます。私にとって、この研究は学部時代から小島助教と二人三脚で取り組んできたので、その努力
を評価して頂けたことが何よりの喜びです。そして、私たちだけでなく、この研究に携わってきた諸先輩の地道な努力もあってこその成果だと思います。

今後も現状に満足することなく、今まで以上に勉学と研究に努め、切磋琢磨していきたいと思います。ありがとうございました。

受賞1TOPICS

本学は研究活動を活発に行っており､各研究分野での活躍が評価され、学生、教員共に各賞を受賞している。

【日本鋳造工学会　奨励賞】
本村 隆寛 君　平成 20 年度修了生 ( 本学工学部出身､ 本田技研工業㈱に就職 )

今回日本鋳造工学会から頂いた奨励賞は、私には縁がないものだと思っていました
ので、実際に受賞した今でも実感がなく、他人事のように感じでいるというところが
率直な感想です。しかし、手元には賞状があり、私の前に現れた数々の問題を一つひ
とつ解き、こつこつと努力してきた結果が、この奨励賞という結果に結びついたと思
うと、大変光栄です。また同時に、多くの助言を頂いた先生・先輩・友人など私を支
えてくださった多くの方々への感謝の気持ちでいっぱいです。

これからは社会人として生活を送ることになりますが、人格にも優れた技術者とし
て成長し、真の意味で生活を豊かにする技術開発に貢献していきたいと考えています。

【日本機械学会　畠山賞】
宇都宮 仁 君　平成 20 年度卒業生
( 愛媛県立松山東高校出身､本学大学院に進学､熱エネルギーシステム研究室 )

このような素晴らしい賞をいただいたことに驚きと喜びでいっぱいです。
地道に努力を積み重ねていくことの大切さを改めて感じると同時に、4 年
間共に学び切磋琢磨してきた友人、数々の貴重な助言をくださった先輩方、
温かく熱心にご指導をいただいた先生方など多くの方々に支えられてここ
まできたということを実感しています。この場を借りて厚く御礼申し上げま
す。この 4 年間は入寮から始まり、新しい体験の連続で非常に充実したも
のでした。卒業後は本学大学院修士課程に進学します。社会に貢献でき
るエンジニアを目指し、よりいっそう学業に励みたいと思います。【日本機械学会　三浦賞】

前野 佳広 君　平成 20 年度修了生 ( 本学工学部出身､本田技研工業㈱に就職 )

この度、このような賞を頂くことができとても嬉しく思います。学部で
は ｢人｣ を通して多くのことを学び人間的に成長できたため、修士では
｢人｣ に影響を与えられるような人間に成長したいと思っていました。し
かし、実際に難しい壁にぶつかると一人では越えることができず、先生
方や研究室の仲間、友人の力を借りなければなりませんでした。そして
修士２年間の研究生活では、私自身の弱みが強く現れてしまい、思うよ
うにいかない日々が続きました。しかし、この時期にこのような苦労が
できたのは非常に大きな経験であったと今では思います。まだまだ ｢人｣	
に影響を与えられるほどの人間にはなれていませんが、これからの社会
人生活でも、努力する姿勢を忘れずに日々成長していきたいです。

【日本電気学会　東海支部長賞】
黒田 知宏 君　平成 20 年度卒業生
( 熊本県立玉名高校出身､ 本学大学院に進学､ ナノ電子工学研究室 )

｢量子ナノ構造における光励起キャリアの移動過程の解明と光検出器への展開｣
今回､ このような大変素晴らしい賞を頂き､ 光栄に思っています。今思えば､ 大学時

代の友人には非常に恵まれていました。入学当初は､ 基礎学習が不足していたために授
業についていくことで精一杯でした。しかし､ 1年次からの寮生活で友人と共に助け合
うことによって乗りきれたように思います。豊田工大の寮生活の凄味を実感すると同時
に､ その時からの友人には感謝します。

研究は､ 始めたばかりですぐに成果を挙げることは難しいかもしれません｡ ただ､ い
つか成果を挙げることで､ お世話になった方々に恩返しをしていきたいと思っています。

左から黒田君、宇都宮君、
前野君、本村君

【IUMRS International Conference in Asia2008 〜 Award for Encouragement of Research in Materials Science】
Reghunatha Reddy KUMMETHA さん　2009 年 3 月 博士課程修了

“Crystallization Behavior of Isotactic Polypropylene Blends Between Hydrogenated and Deuterated 
Species:Cocrystallization Phenomenon and Isothermal Crystallization Rate” 

昨年の材料研究学会国際会議において研究奨励賞を頂戴いたしました。私が本学の博士課程において行ってきたイソタクチックポリプロピレンの同
位体ブレンド試料の結晶化挙動に関する研究が受賞対象です。ポリプロピレンは自動車などに幅広く使用されている高分子材料の代表格のひとつです
が、その特質について基礎科学の立場からの詳しい解明を試みたのが、この研究です。2009 年 3月には、この研究で博士号も頂きました。これから
プロの研究者として進んでいきたいと思っています。祖国インドの高分子科学発展のために貢献できることが私の夢であり、使命であると考えています。

【25th Annual meeting of The Polymer Processing Society (PPS25) 〜 BEST POSTER AWARD 2009】
林 秀共 君　修士 2 年 ( ㈱槌屋 )

“Intercalated Polyethylene Ionomer-based Nano-Composites:Nanostructure control and foam processing” 
この度は、このような賞を頂くことができ、光栄であると同時に大変驚いています。まだまだ未熟な私がこの時期に受賞できたことは、岡本先生の熱心なご

指導の賜物であることをとても実感しており、この賞に恥じぬよう今後の研究においてより一層努力していこうという思いでいっぱいです。また、このような国際
学会へ参加できたことは、今後の研究に向けて非常に貴重な体験となりました。この体験を自身の成長へとつなげていきたいと思います。最後に、ご指導して
頂いた岡本先生とご支援頂いた会社に深く感謝し、学会での経験を活かして、意義ある研究を進められるようこれからも日々努力し頑張っていきたいと思います。

平成 20 年度は、サイエンス・ラボ体験コースや、サイエンス体験プログラムなど、多くの高大連携プログラムが一斉にスター
トした。これらのプログラムに参加した高校の代表者を交えて、2 月 26 日、名古屋市内で高大連携理系教育セミナーが開催された。

セミナーには、東海地区の高校・大学教員が多数参加し、高校からの事例報告に続いて、｢理科好きの子供を増やすには｣というテー
マでパネルディスカッションが繰り広げられた。以下はパネリストの主な意見。

理科好きの子供を増やすには

高大連携理系教育セミナー開催

舩越 一裕 教諭　( 名古屋市立 向陽高校 ･ 物理 )

今の子供たちは、成功体験、刹那的体験を喜ぶ。実験で、色が変わっ
たり光を発することには喜ぶが、実験好きの者でも、反応しないも
のには興味を示さない。なぜ、反応しないのかを突き止めることが、
一つの成功体験になる。理科好きの子供を育てるポイントは、やりた
くなるようなきっかけをどのように作ってやるかであると思う。

臼井 俊哉 教諭　( 愛知県立 瑞陵高校 ･ 化学 )

私自身、体験プログラムに生徒と一緒に参加して、走査型トンネ
ル顕微鏡で、DNA のポリメラーゼ連鎖反応（PCR）を見せてもらい、
大変興味を持った。基礎のない高校生にはかなり難しい内容であった
が、私自身が感じた面白さを高校生にどう伝えるかが、大学のプログ
ラムを高校の教育現場で生かすポイントではないかと思う。

河田 雅幸 教諭　( 岐阜県立 加茂高校 ･ 生物 )

加茂高校では中学校生徒に対して一日体験入学を実施している。そ
れぞれの段階で子供たちが自分の将来を考えるときに、この勉強をす
るとこんなにいいことがあるよと教えてやることが重要だと思う。

濵口 和孝 教諭　( 南山高校男子部 ･ 進路指導主事 ･ 倫理社会 )

高校 2 年で文系と理系を分けている。特に文系生徒は、数学が苦
手だという理由でそれを切り削いでいく傾向があるが、今のやり方が
決していい方向であるとは思わない。

太田 美彦 教諭　( 愛知県立 豊田工業高校 ･ 数学 )

小学校の授業参観にいくと、数学教師である私の目から見ると、本
質的に違っているのではないかと思うことがある。小学生の時代にも
専門家の話を聞かせることは大切であり、その年代に応じて、頭の中
に残るものがあるはずである。

大野 正富 教授　( 本学 ･ 化学 )

学生は中学・高校でほとんど実験の体験がなく、化学実験の体験そ
のものが面白かったとアンケートに書いてくる。全員の生徒に各高校
でチャレンジしておられるような体験をさせたいと思った。

竹内 秀夫 教授　( 本学 ･ 物理 )

われわれの周りには人工物がたくさんあるが、それに驚かなくなっ
ている。日常から少しだけジャンプするような事柄を見せると子供た
ちは興味を持ってくれるはずだ。

高野 健一 准教授　( 本学 ･ 数学 )

子供は彼らの感性に合った時期に伸びる。いろいろきっかけを用意
してやることが重要である。学生を悩ませることを意識的に作ってや
ることも重要である。

大下 祥雄 准教授　( 本学 ･ 高大連携 )

最近の学生を見ると、人間の幅が狭くなっており、理科好きの人間
を増やすというテーマは、実は広い意味での人間力を作ることであ
り、深いところに根のある問題であることに気がつく。

田中 周治 教授　( 本学副学長 ･ コーディネーター )

今後、これらをサイクリックに回しながら、周りの大学や研究機関
とも協力して、次世代の我が国の科学技術を支える人材を掘り起こす
取組みを、大学の社会的責任として続けていきたい。

上田教授が講演中に述べた言葉の中から
含蓄のある言葉の数々を名言集としてまとめた。

上田教授 名言集
・  「市販の実験装置を購入すればその日から中古になるが、

工夫して自作した装置は常に新しくどんどん増殖できる」

・  「楽になるために働き研究するが、本当に楽になったと
き危機感をなくしたりするので要注意である」

・  「飛躍的な発想は多様性の中から生まれることが多い」
（いろんな場に参加することや、ブレーンストーミングが大事だ）

・  「ナンバーワンになることもいいが、もっと大事なことはオンリーワンを目指すことだ。
しかし、この間、常に孤独で周りの評価を日常的に受けることはない。世の中に 
そんなに沢山目利きがいるわけではない」

・  「『何事も 30 年、そうすればほぼ見通しがつく』と信じてやってきた。それでも 
見通しがつかないときは、『きっと良くなる、どんどん良くなる』と思うことだ」

・  「教育はドイツ語で Erziehung といって引き出すという意味からきている。相手の
才能や力を引き出すときに自分も合わせて伸びる」

上田一之教授は、3月18 日に本学の研究談話
会で「表面科学からナノテクノロジーへ」と題して、
長年の表面科学の研究と材料工学における将来展
望について講演した。上田教授は1994 年大阪大
学から本学に着任して以来約 15 年、表面科学研
究室において独創的な研究を推進するとともに、
ナノハイテクリサーチセンターを主宰するなどして
後進の指導にあたった。講演では、40 年間の教
職生活を振り返って、若いときには機械科の学生と
して大きなものを扱っていたが、物の本質を知ろう
とすると研究の対象がマクロからミクロへ、そして
ナノの領域へと移り変わったこと、ドイツ留学中の
研究から水素と物質の相互作用の研究が必要なこ
とを痛感し、帰国後水素の検出の研究に取り組み、
目に見えないとされてきた水素の実態の可視化を
試み、これをさらに顕微化して水素顕微鏡の開発
に世界に先駆けて成功したことなどを熱く語った。

Topics

上田一之教授　研究談話会
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豊田工大の OB を紹介する ｢こんに

ちは、先輩！｣。今回はダイハツ工業㈱	

に勤務されている安田和也さん。社会

人学生として入学、学生会や大学祭、

サークル活動と大学生活を満喫され

ていたとか。研究に熱心に取り組んだ

様子、現在も常に問題意識を持って仕

事に取り組まれている様子などをお

話しいただいた。

排ガスの環境対策と 
問題点について

近年、自動車に対する排ガス規制の

強化は世界的に進んでおり、未規制時

に比べると 90%以上の有害成分 (CO,	

HC,	NOx) が除去されています。排ガ

スを浄化するのに主要な役割を果た

しているのが私が設計担当している

触媒です。触媒はエンジンの排気ポー

ト近くの排気管内にあり、CO,	HC,	

NOx を無害な CO₂ や H₂O に変換して

います。触媒にはプラチナ、ロジウム、

パラジウムといった貴金属、それにセ

リウム、ジルコニウム等からなる助触

媒成分が含まれています。貴金属を使

用するため、自動車部品の中では高額

部品であり、昨今の世界同時不況の前

には、投機資金が貴金属市場にも集ま

り、恐ろしいばかりの勢いで価格が高

騰し、大きな影響を受けました。

ところで私は環境対策は常にトレー

ドオフの関係が存在していると思い

ます。多くの自動車触媒は優に 1g を

超える貴金属を必要とするのですが、

例えばプラチナ１g を精製するのに

100 万倍にあたる１トンもの鉱石を掘

り出すそうです。このためにいくらの

CO₂ が排出され、また自然が破壊され

ているのかと思うと環境に対してど

こまでプラスになっているのかと考

えさせられます。私は技術者として駆

け出しですが、大量生産される設計の

一端を担っている以上、こういう現実

に対する問題意識を持つ必要がある

と考えています。

実験の魅力、学生生活で得たこと

豊田工大では４年生のときに上田教

授の表面科学研究室でお世話になり、

プラチナの表面での CO と水素の反応

について、上田教授の熱心なご指導の

下で実験する日々を送らせて頂きま

した。なかなか結果が出ず困っていた

頃、表面が汚れているのではないかと

いう先生のご助言のもと、オージェ電

子分光を取る試みを続けていたので

すが、なかなか細かい信号が取れずに

いました。毎日挑戦していたある日、

急に炭素の 272V のピークがはっきり

現れた時の喜びは今も印象に残って

います。実験が上手くいった時の感動

は本当にやる気に繋がりました。

3 年生までは、材料のみならず電子、

機械等の講義や実習を体験でき、分野

外だからとか、聞いたことがないとい

う取っ掛かりがない状態を回避でき

たと思います。また、学生生活では他

社から来られた社会人学生の方々と

の交流や、一般学生と一緒になって活

動した学生会や大学祭により、大学生

ならではの思い出を作ることもでき

たと感じています。

人、役割、熱意

最後に世の中を動かしているのは人

です。学生の皆さんには、熱意と使命

感を持って勉強し、また将来の仕事に

取り組んで頂きたいと思います。

こんにちは、先輩！

安
や す だ

田 和
か ず や

也 さん

豊田工業大学 2004 年度卒

業 ( 第 21 期卒業生 )。在学中

は表面科学研究室に在籍。現

在はダイハツ工業㈱第 1 エ

ンジン部第 12 エンジン室で

ご活躍中。

Pick up!

2 月 8 日、名古屋市瑞穂北陸上競技場において ｢なごやカップミニ駅伝 2009｣ が開催され、

本学マラソン同好会 ｢でこぼこ豊田工大 A｣ が準優勝の好成績を収めた。

本大会には120チームが参加、本学からも過去最多の3チームが参加した(他に教職員2チー

ムが参加 )。「今年も長距離の選手が入部してきたので、みんなにもよい刺激となります。日々

の練習を怠らず、一致団結して頑張ります！」と高本政博キャプテン(学部3年	トヨタ自動車㈱)。

来年は、優勝旗が豊田工大にやってくるかも !?

Topics

なごやカップミニ駅伝で 3 年ぶり2 度目の準優勝！

なごやカップミニ駅伝に出場したメンバー

同 好 会 レ ポ ー ト

文科省科学研究費補助金等採択状況3TOPICS

本学の教員が応募していた ｢平成 21 年度科学研究費補助金｣	

の採否が決定した。同補助金は､ 理系 ･ 文系を問わず､ 我が国

の独創的 ･ 先駆的な学術研究の発展を振興することを目的とす

る研究助成金である。

人事紹介4TOPICS

岡本 正巳 准教授 <48 歳 >
（物質工学分野研究室 高分子ナノ複合材料担当）
・	S61同志社大学大学院工学研究科修士課程 ( 工

業化学専攻)修了､H6工学博士(東京工業大学)。
・S61東洋紡績株式会社総合研究所に入社､	
		H8 本学工学研究科助手として赴任、講師

を経て本年1月	准教授に昇格。H21年4月〜リサーチファカルティ
制度研究教授を兼任。

■文部科学省科学研究費補助金採択状況（平成 21 年度）
平成 21 年度の採択件数と補助金配分額は下表のとおり。

研究種目 採択件数 平成 21 年度配分額（千円）
基盤研究（B） 6 40,700
基盤研究（C） 5 6,400
若手研究（B） 6 6,300
挑戦的萌芽研究 2 1,600

合計 19 55,000

■各種団体から研究助成（平成 20 年度）
各種団体からの研究助成金も積極的に受給しており、平成

20 年度は 11 団体より 13 研究テーマに 13,449 千円の助成を受

けた。

上田 一之 教授　（表面科学研究室）【定年退職 (3 月 31 日付 )】

【昇格】

豊田奨学基金研究賞（研究業績賞・研究奨励賞）授与2TOPICS

平成20年度豊田奨学基金研究賞の受賞者が発表され、3月19日豊田理事長出席のもと授与式が行われた。この研究業績賞および研究奨励賞は、	

教員及びポストドクトラル (PD) 研究員が本学で行った研究に対し、その業績の顕彰、研究推進の奨励を目的として授与する。受賞者は下記のとおり。

齊藤 和也 教授 <47 歳 >　
（フロンティア材料研究室）
・	H 元	早稲田大学大学院理工学研究科 ( 物理学及

び応用物理学専攻博士課程 ) 満了､H2 理学博士。
・H 元〜 4 早稲田大学理工学部助手､ H4	
		〜7早稲田大学理工学研究所特別研究

員、同大学理工学総合研究センター客員研究員を経て､ H7 本
学工学教育職員助手に。講師､ 助教授を経て本年 4月教授に
昇格。H17〜19はリサーチファカルティ制度研究教授を兼任。

○豊田奨学基金研究業績賞 ○豊田奨学基金研究奨励賞

・ 大石 泰丈 教授 ( 光機能物質研究室 )、 

齊藤 和也 教授 ( フロンティア材料研究室）

「先端的光機能を有する新規材料の 
開発および先端フォトンテクノロジー 
研究センターを中心とする研究活動 
の推進に関する研究業績」

・ Qin Guanshi PD 研究員 
（光機能物質研究室）

「テルライト光ファイバ 
による光波制御の研究」 
 

左から大石教授、豊田理事長、齊藤教授
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研究室 ショート探訪 ナノ電子工学研究室

( 榊 裕之 教授 )

西浦 啓祥 君 ( 学部 4 年　愛知県立岡崎高校出身 )

ナノ電子工学研究室に入りましたが、正直研究内容と

かわからないことだらけです。なので、勉強をがんばっ

て早く知識や技術を身につけて自分の研究ができるよう

になりたいです。

情報 ･ 通信技術の発展には、LSI･ 画像センサー･半
導体レーザ等が大きく寄与してきた。発足後 2 年のナ
ノ電子工学研究室では、これら基幹素子の究極性能
を引き出す研究と、電子や光子を一粒ずつ制御する新
素子群の探索を進めている。十億分の一 ( ナノ ) メー
トル程の半導体の膜 ･ 線 ･ 粒状の構造を活かして、電
子の波動性を量子的に制御し、電子工学の最前線の
開拓を目指す。新 4 年生 5 名を迎え、活気に満ちた
研究室を訪ねた。

高橋 一真 君 ( 修士 1 年　本学工学部出身 )　
量子ドットを用いた単一光子の検出に向けて研究を

行っています。いろいろな半導体材料を組み合わせて、

目標とする機能を実現させることは難しいですが、やり

がいを感じています。まだできてから2 年目の研究室で

すが、少しずつメンバーも増えて、にぎやかな毎日を送っ

ています。

黒田 知宏 君 ( 修士 1 年　本学工学部出身 )

半導体の世界において、数十ナノメートル級の量子

ドット ( ナノ粒子 ) や量子井戸に電子や正孔を閉じ込

めることで、高効率のキャリア制御が可能になります。

将来的に、フォトトランジスタを応用して高感度の光

検出器を創ることが目標です。

坂下 大樹 君 ( 修士 1 年　本学工学部出身 )

僕は化合物半導体キャパシタの電気的特性に関する

研究を、日々行っています。キャパシタの機能と半導

体の特性を組み合わせて新たなデバイスを作ることを

最終目的としています。

林 裕志 君 ( 学部 4 年　三重県立木本高校出身 )

僕はまだ研究テ−マは決まってなく、今は研究室で

大学院の受験勉強や授業のレポートをしたりしていま

す。この研究室の雰囲気は、先輩たちも優しく接して

くれて、拘束されることが少なく、とても居心地がい

いです。

村山 裕明 君 ( 学部 4 年　富山県立富山高校出身 )

まだまだ研究室に入ったばかりで右も左もわからな

いという状況ですが、一日でも早く追いついていける

よう充実した日々にできれば、と思っています。

米倉 健二 君 ( 修士 1 年　本学工学部出身 )

半導体材料 GaAs(111)B や GaN を用いてのピエゾ

効果を利用した半導体複合デバイスの研究を行ってい

ます。理論設計や装置管理などもあって色々と大変で

すが、研究室メンバーと一緒に、世のためになるよう

なデバイスを創造したいです。

市古 浩之 君 ( 学部 4 年　愛知県立西尾高校出身 )

これから1年間、この研究室で新たな知識をたくさん

学んでいきたいので、今まで 3 年間で学んできたところ

を活かして一生懸命頑張っていきたいと思います。

伊賀 健一郎 君 ( 学部 4 年　豊田工業高等専門学校出身 )

新しい技術の開発により、日本の半導体産業を盛り

上げることが目標です。在籍中に大きな成果を残せれば

と思います。

今回は､ ｢大学院特集号｣ として､ 田代教授に学生時代を振り返って頂きました。また 3 人の大学院生には ｢フィール

ド調査｣ ｢学外実習｣ ｢TA｣ の体験談も紹介しています。大学院進学に繋がる参考になれば幸いです。

＜ K ＞

集編 記後


